
〈書
評
〉

洋

の
東

西

を

自

在

に

渉

猟

し

た

、

膨

大

に

し

て
繊

細

な

る

知

の
楕

円

軌

道

の
集

大

成

ω鼻
Φ耳
o
田
蠢
ざ
蓁

》
ミ

§
け
ご
龕
-ミ
討
肉
§
識§
恥§

§
ミ
§

ミ
婆
》
9
0げ巴
9
δ
艮
①一』
8
分
芻
ぽ
b
●

稲

賀

繁

美

洋の東西を自在に渉猟した、膨大にして繊細なる知の楕円軌道の集大成

は
じ

め
に

本
書
を
開
く
と
、
巻
頭
に
は
十
八
世
紀

中
国
の
詩
句
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
三
十
年
、
衣
服
は
流
行

に
連
れ
て
忙

し
な
く
伸
び
縮
み
し
た
。
で
も
自
分

は
流
行
を
追
わ
ず
古
式
を
守

っ
て
き
た
。
ふ
と
あ
た
り
を
見
回
す
と
、
古
び
た

服
だ
の
に
ど
う
や
ら
そ
れ
が
最
新
流
行
と
な

っ
た
様
子
。
い
さ
さ
か
自
嘲
を
込

め
た
清
の
詩
人
、
袁
枚
(
一
七

一
六
-
九
七
)
の
言
葉
を
ア
ー
サ
ー

・
ウ

ェ
イ
リ

ー
が
英
訳
し
た
も
の
。
著
者
、
平
川
祐
弘

氏
は
そ
こ
に
自
ら
の
心
境
を
照
ら
し
、

学
匠
詩
人
と
し
て
の
信
念
を
確
か
め
た
よ
う
だ
。

著
者
待
望
の
英
文

に
よ
る
初

の
単
著
は
、
こ
こ
三
十
年

に
亘
る
英
文
に
よ
る

エ
ッ
セ
イ
を
集
約
し
た
大
著
と
な

っ
て
出

現
し
た
。
三
十
代
半
ば
で
ダ

ン
テ
の

『神
曲
』
を
新
鮮
な
現
代
日
本
口
語
に
訳

出
し
た
著
者
は
、
詩
魂
に
お
け
る
ナ

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
古
今
集
と
西
欧

ル
ネ
サ
ン
ス
の
詩
と
の
交
響
に
説
き
起

こ
す

か
た
わ
ら
、
江
戸
後
期
か
ら
現
代
に
お
よ
ぶ
日
本
と
海
外
と
の
文
化
交
渉
を
中

心
に
、
膨
大
な
研
練
を
積
ん
で
き
た
。
そ
の
概
要
は
、
五
五
七
頁
の
紙
幅
を
も

っ
て
し
て
も
、
な
お
覆

い
尽
せ
な

い
。
著
者
が
欧
米
で
の
復
権

に
尽
力
し
た
、

小
泉
八
雲
こ
と
ラ
フ
カ
デ

ィ
オ

・
ハ
ー
ン
に
つ
い
て
は
、
同
じ
出
版
社
か
ら
別

に

一
冊
の
英
文
著
作
の
刊
行
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
日
本
語
で
は
上
中
下
の
三

冊
本

の
あ
る
利
瑪
竇
に
関
し
て
は
、
既
に
中
文

・
韓
文
訳
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、

本
書

で
は
西
洋
文
学
に
お
け
る
恋

と
東
ア
ジ
ア
文
学

に
於
け
る
友
情
と
を
対
比

し
た
章

で
、
簡
略

に

一
箇
所
登
場
す
る
(634
)
の
み
で
、
索
引
に
も
拾
わ
れ
て
い

な

い
。
ま
た
明
治
期
に
福
沢
諭
吉
と
並
ぶ
存
在
だ

っ
た
中
村
正
直
に
つ
い
て
は
、

西
洋
文
学
の
最
初

の
翻
訳
を
論
じ
た
章
で
扱
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
は
近
く

別
途
に
日
本
語
に
よ
る
単
著
が
用
意
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
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収
録
さ
れ
た
な
か
で
最
も
古

い
の
は

「
黄
禍
と
白
禍
」
(
一
九
六
九

"
初
出
は

フ
ラ
ン
ス
語
)だ
が
、
既

に
こ
こ
に
著
者

の
節
操

の

一
貫
性

と
自
在
な
論
理
構

築
力
が
窺
え
る
。
著
者
は
語
る
。
第
二
次

世
界
大
戦

に
お
け
る
日
本
の
役
割
を
、

現
在
か
ら
遡

っ
て
正
当
化
す
る
と
な
る
と
、
同
様

の
論
法
で
西
欧
列
強
に
よ
る

ア
ジ
ア
植
民
地
化
も
正
当
化
す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
日
本
が
東
南
ア
ジ
ア

の
独
立
を
助
け
た
と

い
う

の
な
ら
、
西
欧
列
強
は
東
南
ア
ジ
ア
に
ナ
シ
ョ
ナ
リ

ズ
ム
の
意
識
を
植
え
付
け
た
と
い
え
る
か
ら
だ
と
(認
f
質

2

C
nj
)。

こ
の
論
文
の
冒

頭
に
は
、
欧
米
の
黄
禍
論
が
日
本
で
の
白
禍
論

の
生
み
の
親
と
な

っ
た
と
す
る

ア
ナ
ト
ー

ル

・
フ
ラ
ン
ス
(
一
八
四
四
-

一
九
二
四
)
の
見
解
が
引
か
れ
る
。
敗

戦
直
後
の
占
領
下
で
、
柳
田
國
男
は
こ
の
説
を
和
辻
哲
郎
に
伝
え
た
。
そ
れ
が

和
辻
を
し
て
日
露
戦
争
を
も
侵
略
戦
争
の

一
環
と
し
て
罪
悪
視
す
る
占
領
史
観

か
ら
脱
却
せ
し
め
る

一
助
と
な

っ
た
。
こ
の
経
緯
を
描
き
出
す
著
者

の
筆
法
は

鮮
や
か
だ
が
、
こ
こ
に
は

マ
ル
ク
ス
主
義

と
米
占
領
軍
の
施
策
と
が
奇
妙
な
癒

着
を
遂
げ
た
結
果
生
れ
落
ち
た
侵
略
史
観

(-

・
0

1

∩{り

3

●
艶」)
に
対
す
る
、
著
者

の
半
世

紀

一
貫
し
た
疑
念
も
表
明
さ
れ
て
い
る
。

本
書
の
ラ
ッ
パ
ー
に
は
日
露
戦
争
時
の
日
本
海
軍
旗
艦
、
三
笠
が
英
国
ヴ
ィ

ッ
カ
ー
ス
社
の
船
台
を
離
れ
、
公
式
試
運
転

に
臨
ん
だ
折
の
勇
姿
が
取
ら
れ
て

い
る
。
だ
が
そ
の
当
時
を
知
る
軍
人
た
ち
が
退
役
し
、
装
備
も
純

「日
本
製
」

に
な
る
と
日
本
軍
は
国
際
的
視
野
を
失

ワ
た
。
そ
う
著
者
は
観
察
す
る
(221
)
。

身
を
も

っ
て
こ
の
変
質
を
体
験

し
た
の
が

『曠
野
の
花
』
の
石
光
真
清

(躅

H

索
引
な
し
)
だ
ろ
う
。
自
ら
を

「
日
本
製
」
の
学
者
と
自
称
し
て
憚
ら

ぬ
著
者

は
、
だ
か
ら
こ
そ
海
外
の
流
行

(
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
・
テ
ー
ゼ
(猫
)
で
あ
れ
、
連
合

軍
性
善
説
で
あ
れ
(133
))
に
盲
目
的
に
は
追
従
せ
ず
、
森
鴎
外
流

の

「
二
本
足
」

(24
1
り0

5

)
を
重
視

す
る
。
文
化
比
較

の
三
点
測
量
を
体
現
し
た
人
々
が
、
著
者

の
賞
賛
の
対
象
と
な
る
(713
)
。
例
え
ば
三
笠
を
英
国
か
ら
日
本

へ
廻
航
し
た
な

か
に
は
、
山
梨
勝
之
進
(
一
八
七
七
-

一
九
六
七
)が
居

る
。

一
九
三
〇
年

の
ロ

ン
ド
ン
軍
縮
条
約
調
印

に
尽
力
し
、
た
め
に
予
備
役

に
回
さ
れ
た
こ
の
海
軍
大

将
は
、
敗
戦
処
理
に
悴
尽
す
る
米
内
光
政
海
軍
大
臣
に
、
白
居
易
の
詩

「
野
火

焼
ケ
ド
モ
尽
キ
ズ
」
を
手
向
け
て
力
づ
け
(20
)、
敗
戦
後
に
は
、
禅
と
俳
句

の

研
究
者
、
R

・
H

・
プ
ラ
イ
ス
(
一
八
九
八
i
一
九
六
四
)
と
と
も
に
、
天
皇

・

裕
仁
の

「
人
間
宣
言
」
発
布

へ
の
道
筋
を
背
後
か
ら
準
備
し
た
こ
と
が
解
明
さ

れ
る
(12

9

9J
S
)。

著
者

の
多
く
の
発
見
も
、
本
書

に
ふ
ん
だ
ん
に
ち
り
ば
め
ら
れ
て
い
る
。
漱

石
と
師

マ
ー
ド

ッ
ク
先
生
と
の
関
係
か
ら
は
、
漱
石
の

「現
代
日
本

の
開
花
」

が

マ
ー
ド
ッ
ク
の
著
作

へ
の
批
判
的
対
案
だ

っ
た
可
能
性
が
導
か
れ
る
(962
)。

小
泉

八
雲

の

「或
る
保
守
主
義
者
」

の
モ
デ

ル
と
し
て
は
、
雨
森
信
成

(㎜

"

索
引
な
し
)
の
事
績
が
明
る
み
に
だ
さ
れ
、

エ
ジ

ン
バ
ラ
大
学
を
卒
業
し
た
清

朝
遺
臣

・
辜
鴻
銘

(
一
八
五
四
1

一
九
二
八
)
と
の
対
比
が
提
案
さ
れ
る
。
対
比

列
伝
は
著
者

の
十
八
番
だ
が
、
英
語
で
読
む
な
ら
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
の
自
伝
が
、

日
本
語
で
読
む
な
ら
福
沢
諭
吉
の
福
翁
自
伝
が
面
白

い
、
と
い
う
原
典
主
義
も
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主
張
さ
れ
る
(581
)
。
森
鴎
外
の
現
実
の
家
庭
環
境
と
創
作

と
の
関
係
を
探

っ
た

一
篇
も
見
事
だ
が
、
夏
目
漱
石
(
一
八
六
七
-

一
九

一
六
)
の

「
ク
レ
イ
グ
先
生
」

を
模
範

に
魯
迅
(
一
八
八

一
-

一
九
三
六
)
が

「藤
野
先
生
」
を
描
き
あ
げ
た
経

緯
で
は
、
著
者

の
人
物
描
写

の
筆
致
に
も
堪
能
さ
せ
ら
れ
る
。
著
者
が
そ
の
著

作
集
を
編
ん
だ
岳
父

・
竹
山
道
雄
(
一
九
〇
三
1
八
四
)
に
関
し
て
も
、
『ビ
ル
マ

の
竪
琴
』

(
一
九
四
八
)
の
水
島
上
等
兵

に
、
伝
道
師
ア
ル
ベ
ル
ト

・
シ

ュ
ヴ

ァ

イ
ツ
ァ
ー
の
面
影

の
投
影
を
み
る
斬
新
な
仮
説
が
提
案
さ
れ
る
(843
)。

だ
が
、
ラ
ン
バ
レ
ネ
の
博
愛
主
義
者
も
、
近
年
で
は
そ
の
現
地
人
蔑
視
の
価

値
観
が
批
判
さ
れ
る
に
い
た

っ
て
い
る
。
竹
山
の
場
合

に
も
、
シ
ャ
ム
国
境
近

く
の
少
数
民
族
の
記
述
に
か
ん
し
て
、
ビ

ル
マ
出
身
の
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
在
住

者
か
ら
の
抗
議
が
あ
り
、
原
著
者
が
七
十
年
代

に
部
族
名
を
抹
消
す
る
修
正
を

施
し
た
事
実
に
も
言
及
さ
れ
る
(743
)。
人
権
意
識

に
名
を
借
り
た
糾
弾
を
、
筆

者
は
虚
構
の
権
利

へ
の
侵
害
と
捉
え
て
い
る
よ
う
だ
。
し
か
し
虚
構
を
理
由
に

作
品
を
免
責
し
よ
う
と
す
る
論
法
で
は
、
今
日
の
人
権
意
識
の
高
ま
り
に
対
処

す
る
に
は
、
役
不
足
だ
ろ
う
。
た
し
か

に
金
春
流

の
演
目

に
限

ら
れ
た

『初

雪
』
を
わ
ざ
わ
ざ
取
り
上
げ
た
ウ

ェ
イ
リ

ー
訳
が
、
原
作

の
鶏
を
純
粋
な
白
鳥

と
い
う
抽
象
的
な
美
に
昇
華
し
た
手
腕
は
、
文
学
作
品
の
翻
訳
な
ら
で
は
の
手

柄
と
い
う
べ
き
だ
ろ
う

(034
)
。
そ
う
し
た
ウ

ェ
イ
リ
ー
の
手
際
を
解
明
す
る
著

者

の
鮮
や
か
な
分
析
に
接
し
て
、
作
品
生
成

の

「化
学
」
研
究

(943
)
の
意
義
を

認
め
る
に
吝
か
で
は
な

い
。
だ
が
そ
れ
は
、
あ
く
ま
で
虚
構
存
立
の
倫
理
問
題

と
は
別
次
元
の
事
柄
だ
。

二

.

こ
の
よ
う
に
本
書
は
、
隠
さ
れ
た
事
実
発
掘
と
、
そ
れ
を
ひ
と
つ
ひ
と

つ
丹

念
な
手
作
り
の
史
料
操
作
に
よ

っ
て
組
み
立
て
る
積
み
木
細
工
の
よ
う
な
論
文

構
築
力
に
お
い
て
は
、
他
の
追
従
を
許
さ
ぬ
妙
技
を
見
せ
る
。
だ
が
、
歴
史
的

判
断
や
著
者
の
価
値
判
断
の
次
元
で
は
、
論
争
含
み
の
性
格
を
く

っ
き
り
と
顕

著
に
す
る
。
第
五
部
の

「文
化
問
を
交
差
す
る
解
明
の
試
み
」
で
は
、
ウ

ェ
イ

リ
ー
の
示
唆
を
手
が
か
り
に

『神
曲
』
と
謡
曲
と
の
類
比
が
探
ら
れ
る
(謝
)。

具
体
的
な
影
響
関
係

の
認
め
ら
れ
な
い
文
学
作
品
同
士

の
対
比
研
究
は
忌
避
さ

れ
る
場
合
が
多

い
。
だ
が
こ
こ
で
著
者
は
W

・
B

・
イ
エ
イ
ツ
が
謡
曲
か
ら
感

化
を
得
て

『煉
獄
』
と
い
う
戯
曲
を
書

い
た
事
実
を
扇
の
要
と
し
て
出
発
す
る
。

一
連
の
探
求
は
、

一
方

で
は

『神
曲
』
の
登
場
人
物
と
し
て
の
ダ
ン
テ
の
ヴ

ェ

ル
ギ
リ
ウ
ス
へ
の
依
存
を
、
土
居
健
郎
の

「甘
え
」
の
概
念

に
よ

っ
て
解
剖
を

施
す
試
み

へ
、
他
方

で
は
福
岡
女
学
院
大
学

の
学
生
と
の
授
業
を
通
じ
て
、
ダ

ン
テ
に
お
け
る
「嫉
妬
す
る
神
」
の
熾
烈
な
姿
を
再
認
識
し
、
『聖
書
』
共
同
訳

が
こ
れ
を

「熱
情
の
神
」
と
改
竄
す
る
選
択
を
下
し
た
こ
と

へ
の
批
判
(姐
)
へ

と
、
著
者
を
導
く
。
さ
ら
に
ブ

レ
ヒ
ト
が
謡
曲

『谷
行
』
の
ウ

ェ
イ
リ
ー
訳

に

触
発
さ
れ
た
戯
曲

『同
意
す
る
人
』
『同
意
し
な

い
人
』
を
め
ぐ
る
議
論
。
は

た
し
て
集
団
(党
)
の
目
的
遂
行

の
障
害
と
な
る
個
人
は
、
排
除
さ
れ
る
べ
き
か

否
か
、
そ
の
個
人
に
自
己
犠
牲

へ
の
同
意
を
強
要

で
き
る
か
否
か
、
が
問
わ
れ

て
い
た
。
著
者
は
犠
牲

の
強
要
こ
そ
が
掟
の
非
情
さ
を
印
象
付
け
、
作
品
の
劇
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的
な
効
果
を
保
障
す
る
も
の
と
分
析
し
、
掟

に

「否
」
と
答
え
た
場
合
を
描

い

た
ブ

レ
ヒ
ト
の
改
作
(劇
団
員
の
要
請
に
よ
る
)
に
は
難
色
を
示
す
。

こ
の
著
者

の
見
解

は
、

一
九
八
八
年
に
ミ

ュ
ン

ヘ
ン
の
国
際
比
較
文
学
会
で
発
表
さ
れ
て

以
来
、
国
際
的

に
も
論
争
を
巻
き
起
こ
し
た
。
ブ

レ
ヒ
ト
評
価
の
根
幹
に
か
か

わ
る
そ
の
批
判
的
検
討

・
総
括

は
、
続
く
研
究
者
の
課
題
だ
ろ
う
。

こ
の
議
論
を
含
む
第
五
部
は
、
比
較
文
学
の
方
法
論
を
め
ぐ
る
実
践
的
な
検

討
を
提
供
す
る
。
イ
ソ
ッ
プ

の
寓
話

「蟻
と
嬋
」
が
日
本
で
の
翻
訳
に
お
い
て

温
情
的
な
解
釈
に
置
換
さ
れ
た
、
と
い
う
話
題
は
、
日
本
国
内
で
は

一
九
七
七

年

の
発
表
当
時
か
ら
話
題

に
な

っ
た
。
だ
が

ヨ
リ
興
味
深

い
の
は
、
日
本

の
フ

ラ
ン
ス
文
学
者
に
は
ラ
フ
ォ
ン
テ
ー
ヌ
の
専
門
家
が
お
ら
ず
、
日
本
の
古
典
研

究
者
に
は
イ
ソ
ッ
プ
の
専
門
家
が
居
な
い
た
め
、
両
者
の
比
較
研
究
が
進
ま
な

か
っ
た
(273
)、
と
す
る
著
者
の
認
識
だ
ろ
う
。
専
門
家
集
団

の
閉
じ
た
問
題
意

識
に
風
穴
を
穿

つ
こ
と
が
、
比
較
文
学
研
究
者

の
務
め
と
な
る
所
以
だ
ろ
う
か
。

こ
れ
と
対
を
な
す

「西
洋
の
愛
、
東
洋
の
友
情
」
は
、
全
編

の
な
か
で
唯

一
既

出
の
記
載
が
な

い
が
、

一
九

一
八
年
版
の
中
国
詩
訳
詩
集
に
ウ

ェ
イ
リ
ー
が
付

け
た
序
文
に
触
発
さ
れ
た
文
化
類
型
論
の
体
裁
を
と
る
。
だ
が
そ
の
結
論
は
類

型
論

の
枠
を
破
り
、
漱
石
の

『こ
こ
ろ
』

の
名
訳
と
の
誉
れ
た
か
い
マ
ク
ラ
レ

ン
訳
が
、
小
説

の
勘
所
を
誤
訳
し
て
い
る
実
態
に
迫

る
。
「先
生
」
は
、
自
殺

を
決
意
し
て
認
め
た
遺
書
の
手
紙
に
、
自
分

の

「妻
が
己
の
過
去

に
つ
い
て
持

つ
記
憶
」
を
汚
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う

に
、
と
の
配
慮
を
示
す
。
「己
」
は

妻
自
身
を
指
す
は
ず
だ
が
、

こ
の
部
分
が

英
訳

で
は

「妻
の
私
に
関
す
る
記

憶
」
と
誤
訳
さ
れ
て
い
る
(144
)。
漱
石
の
原
文

に
見
え
る
の
は
、
K
と
先
生
と

の
ふ
た
り
の
秘
密

に
妻
を
立
ち
入
ら
せ
ま
い
と
す
る
冷
酷
な
隔
離
措
置
だ

っ
た
。

こ
れ
に
対
し
、

マ
ク
ラ
レ
ン
訳
で
は
先
生
と
妻
と
の
関
係
の
保
護
が
優
先
さ
れ

て
い
る
。
翻
訳
者
は
、
も

っ
ぱ
ら
夫
婦

の
愛
情
を
問
題

に
す
る
西
欧
小
説
の
流

儀

に
無
意
識
に
引
き
ず
ら
れ
た
よ
う
だ
。
そ
の
た
め
、
K
と
先
生
と
の
友
情

の

濃
密
さ
を
描
く
漱
石
の
原
文

の
意
図
が
、
翻
訳
者

の
想
定
か
ら
は
抜
け
落
ち
た
。

問
題
は
単
な
る
誤
訳
の
指
摘

で
は
な
い
。
文
化
の
定
型
が
い
か
に
翻
訳
に
お
け

る
解
釈
に
働
き
か
け
、
規
範
や
定
型
か
ら
逸
脱
し
た
解
釈
を
検
閲
す
る
か
。
そ

の
生
態
が
、
翻
訳
の
検
討
か
ら
見
え
て
く
る
、
と
す
る
の
が
著
者

の
見
解
だ
。

さ
ら
に
こ
う
し
た
規
範
同
士
の
衝
突
を
正
面
か
ら
分
析
す
る
だ
け
で
な
く
、

方
法
論
と
し
て
実
践
し
た
の
が
、
川
端
康
成
の

『山
の
音
』
解
釈
だ
ろ
う
。

こ

の
長
編
力
作

に
は
、
北
米
在
住
の
日
本
出
身
研
究
者

へ
の
敵
愾
心
も
明
白
だ
。

川
端
の
作
品
は
建
築
的
と
い
う
よ
り
も
流
動
的
で
、
論
理
の
飛
躍
も
少
な
く
な

い
と
見

る
、
論
敵

の

マ
サ
オ

こ
・丶
ヨ
シ
(805
)
や
、
著
者

の
盟
友

で

「論
理
志

向
」
の
キ
ン
ヤ

・
ツ
ル
タ
(594
)
の
説
に
対
し
て
著
者
は
異
を
唱
え
、
小
説

の
筋

と
し
て
の
プ

ロ
ッ
ト
と
は
別
の
次
元
に
、
登
場
人
物
と
自
然
と
の
交
感

に
よ

っ

て
生
ま
れ
る

「も

の
の
あ
は
れ
」
の
水
準
が
存
在
し
、
そ
こ
に
辿
ら
れ
る
心
理

的
な
論
理
性
を
塗

o
o
コ
費
9
①
霞
と
し
て
読

む
こ
と
を
提
唱
す
る
(こ
れ
も
、

北
米

の
学
会
で
フ
ラ
ン
ス
語
の
混
入
が
有
効
な
こ
と
を
熟
知
し
、
ま
た
カ
ナ
ダ

で
の
発
表

で
あ
る
こ
と
に
配
慮
し
た
著
者
の
戦
術
)
。
自
然
が
登
場
人
物

に
及

ぼ
す
感
応
を
読
者
も
感
知
で
き
る
な
ら
、
こ
の

「
も
の
の
あ
は
れ
」

の
感
覚
に
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洋の東西を自在に渉猟した、膨大にして繊細なる知の楕円軌道の集大成

頼

っ
た
ほ
う
が
、
仔
細
な
説
明
よ
り
も
、

は
る
か
に
雄
弁
で
詩
的
に
も
効
果
的

だ
(905
)、
そ
こ
に
は

「連
歌
」
的
連
辞

(嫻
)
と
で
も

い
う

べ
き
結
構
が
あ
る
、

と
言
う
わ
け
だ
。

言
外
の

「も
の
の
あ
は
れ
」
の
ほ
う
が

「仔
細
な
指
摘
」
よ
り
も
効
果
的

で

あ
る
。
そ
の
こ
と
を
説
明
す
る
た
め
に
、
筆
者
は
仔
細
な
弁
舌
を
駆
使
し
て
い

る
。
そ
こ
に
皮
肉
な
倒
錯
を
認
め
6
の
は
、
し
か
し
筋
違

い
だ
ろ
う
。
む
し
ろ

日
本
語
を
母
語
と
し
て
育

っ
た
読
者
に
は
不
必
要
な
説
明
を
、
敢
え
て
英
語
と

い
う
外
国
語
に
よ

っ
て
言
語
化
す
る
こ
と

で
、
あ
ら
た
な
地
平
が
開
け
て
く
る
。

そ
こ
に
著
者
は
知
的
な
喜
び
を
見
出
し
て

い
る
。
な
お

『山
の
音
』
に
は
向
日

葵

に
男
性
原
理
を
見
る
解
釈
が
現
れ
る
が
、
こ
れ
は
川
端
の
発
案
と
い
う
よ
り
、

あ
る
い
は
伊
藤
整
も
紹
介
に
努
め
て
い
た
D

・
H

・
ロ
レ
ン
ス
経
由
の
太
陽
志

向

の
隠
喩
で
は
あ
る
ま
い
か
。
そ
の
英
語

通
の
伊
藤
整
も
、
北
米
で
の
講
演
で

は
勝
手
が
違

い
不
如
意
だ

っ
た
と
い
う
。

日
本
的
な
る
も
の
を
外
国
で
も
通
用

す
る
論
理
に
鍛
え
上
げ
る
訓
練
が
あ
ま
り
に
不
足
し
て
い
る
(835
)。
そ
の
苛
立

ち
が
、
著
者
を
し
て
外
国
で
の
発
表

へ
と
駆
り
立
て
て
い
る
。

実
際
、
外
国
に
お
け
る
日
本
文
学
の
受
容
や
日
本
研
究

の
現
状
に
関
す
る
報

告
は
、
近
年
質
量
と
も
に
充
実
し
て
き
て

い
る
。
だ
が
外
国
で
の
成
果
を
日
本

語
に
翻
訳
し
て
伝
達
し
た
の
で
は
、
例
え
ば

マ
ク
ラ
レ
ン
訳
で
発
生
し
て
い
る

よ
う
な
、
翻
訳
を

つ
う
じ
た
解
釈

の
異
同

や
取
り
違

い
は
、
原
典
か
ら
の
引
用

に
復
元

・
置
換
さ
れ
る
こ
と
で
、
却

っ
て
解
消
さ
れ
、
蒸
発
し
て
見
過
ご
さ
れ

て
し
ま
う
。
反
対
に
外
国
の
文
学
・文
献

の
日
本
語

へ
の
翻
訳
は
、
明
治
期

か

ら
高
度
経
済
成
長
期

に
い
た
る
百
年
間
ほ
ど

の
切
迫
性
は
失

い
な
が
ら
も
、
な

お
量
的
減
衰
に
は
至
ら
ぬ
傾
向
を
示
し
て
い
る
。
だ
が
そ
の
反
面
、
そ
う
し
た

成
果
は
、
水

の
流
れ
に
浮
か
ぶ
泡
沫
よ
ろ
し
く
消
費
さ
れ
て
は
消
え
行
く

の
み
。

は
た
し
て
そ
れ
が
い
か
に
日
本
で
反
芻

・
消
化
さ
れ
、
海
外

へ
の
発
信

へ
と
用

立

て
ら
れ
て
い
る
か
に
は
、
国
内
市
場
の
内
部
に
閉
鎖
し
た
日
本
の
文
科
系

の

学
術

・
出
版
界
で
は
、
ほ
と
ん
ど
注
意
が
払
わ
れ
る
こ
と
も
な
い
。
巨
大
な
国

内
市
場
と
海
外
市
場
と
が
存
在
し
な
が
ら
、
情
報

の
流
通
は

一
方
か
ら
他
方

へ

の
直
流
が
大
半
で
、
両
者
を
往
還
す
る
交
流
の
回
路

に
は
、
細

い
通
路
し
か
確

保
さ
れ
ず
、
橋
渡
し
の
媒
介
項
は
、
学
者

の
人
的
交
流

の
面
で
も
、
情
報
の
流

通
機
構
上
で
も
、
き
わ
め
て
未
成
熟
な
ま
ま
に
取
り
残
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
具
体
的
な
翻
訳

の
現
場
に
眼
を
移
し
て
み
よ
う
。
翻
訳
を
す
る
な
ら

ば
外
国
語
か
ら
母
語

へ
と
い
う
原
則
は
、
著
者
が
ウ

ェ
イ
リ
ー
か
ら
汲
ん
だ
教

訓
だ
。
し
か
し
同
時
に
原
語
と
翻
訳
と
の
異
同
を
吟
味
す
る
こ
と
に
関
し
て
は
、

翻
訳
先

の
言
語
を
母
語
と
す
る
者

に
は
限
界
が
あ
る
。

マ
ク
ラ
レ
ン
氏
に
も
、

ご
自
分
で
自
分
の
誤
訳
を
発
見
す
る
こ
と
は
む

つ
か
し
か

っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。

翻
訳
結
果
の
検
証

に
は
、
原
語
を
母
語
と
し
て
翻
訳
先

の
言
語
も
理
解

で
き
る

者
に
よ
る
、
交
差
し
た
点
検
を
加
味
し
た
ほ
う
が
確
実
だ
ろ
う
。
翻
訳

の
名
人

が
発
信

に
長
け
て
い
る
と
は
限
ら
ず
、
逆
に
発
信
に
長
け
た
も
の
が
確
実
な
翻

訳
能
力
を
発
揮
す
る
と
は
限
ら
な
い
。
そ
う
し
た
中
で
、
著
者
は
頭
と
尾
の
双

方
に
機
関
車
の
つ
い
た
稀
有
な
人
材

の
ひ
と
り
と
い
っ
て
よ
い
が
、
そ
の

「
ヘ

ラ
ク
レ
ス
的
」
な
能
力
を
備
え
た
著
者
に
し
て
、
英
国
の
出
版
社
か
ら
の
英
語
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著
作
の
公
刊

に
漕
ぎ
着
け
た
の
は
、
漸
く
七
十
代
半
ば
で
あ
る
。

三

.

そ
の
著
者
が
理
想
と
し
た
の
は
、
細
部

の
事
実
を
大
切

に
す
る
ジ

ョ
ー
ジ

・

サ
ン
ソ
ム
(
一
八
八
三
-
一
九
六
五
)
の
血
の
通

っ
た
文
体

で
あ
り
(嬲
・
嬲
)、
単

な
る

「文
献
/
博
言
学
者
」

(245
)
の
域
に
留

ま
る
こ
と
を
よ
し
と
は
し
な
か

っ

た
ウ

ェ
イ
リ
ー
の
「単
純

に
し
て
詩
的
」な
文
体
(924
)だ

っ
た
。
全
編
を
通
読
し

て
そ
の
資
質
が

一
番
す
な
お
に
吐
露
さ
れ
て
い
る
の
は

「森
鴎
外
の
母
に
対
す

る
愛

憎

関

係
」
で
あ

ろ

う

か
。
出
鋤
く
①
ω
○目
Φ夢
営
σq
け○
自
o
≦
津
戸

o
o
5
-

ω且
〇
二
〇
二
ω
」

ロ
ωq
二
田
Φ
耳
蝉
一と
い
っ
た
単
語
の
頻
出
が
や
や
目
障
り
だ
が
、
要

所
要
所
に
は
気
の
利
い
た
単
語
が
輝
き
、

日
本
語
で
の
執
筆
と
同
様

の
歯
切
れ

の
よ
い
文
体
と
、
読
ま
せ
る
構
成
は
心
憎

い
。
ま
た
著
者
の
北
米
で
の
初
舞
台

と
も
い
え
る

一
九
七
八
年
の
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
元
大
使

の
講
演

へ
の
コ
メ
ン
ト
は
、

著
者

一
流
の
皮
肉
が
見
事
に
決
ま

っ
て
い
て
抱
腹
絶
倒

の
う
え
、

一
言
ひ
と
こ

と
が
腑
に
落
ち
る
(545
)。
北
米
で
の
口
頭
試
問
の
模
範
例
と
い
え
よ
う
。

問
題
は
、
は
た
し
て
こ
こ
に
引
か
れ
た
膨
大
な
固
有
名
詞
、
多
数
の
中
国
人

や
韓
国
人
を
含
む
人
名
を
き
ち
ん
と
漢
字
表
記
に
戻
す
だ
け
の
学
識
を
備
え
た

読
者
が
、
世
界
中
に
ど
れ
だ
け
居
る
か
と

の
疑
問
だ
ろ
う
。
人
名
表
記
に
関
す

る
真
面
目
な
冗
談
と
も
見
え
る
冒
頭
注
記

ひ
と
つ
と

っ
て
も
、
お
そ
ら
く
英
国

の
出
版
社
と
の
交
渉

に
は
様
々
な
紆
余
曲
折
が
あ

っ
た
も
の
と
推
定
で
き
る
。

そ
の
舞
台
裏
も
、
異
文
化
摩
擦
の
好
個
の
例
と
し
て
、
別
途
公
表
を
期
待
し
た

い
。
以
下
は
出
版
社

へ
の
注
文
と
な
る
が
、
索
引

の
項
目
取
捨
選
択
の
法
則
性

が
把
握
し
難
い
こ
と
(本
書
評
で
言
及
し
た
固
有
名
詞
に
も
、
索
引
非
採
録
が
少
な

く
な
い
。
ま
た

「鴎
外
」
と

「漱
石
」
の
例
外
措
置
に
は
、
冒
o泣
と
Z
p。房
ニ
ヨ
Φ
の
項

に
も

一
言
配
列
箇
所
の
指
示
が
欲
し
い
)。
ま
た
フ
ラ
ン
ス
語
や
ド
イ
ツ
語
の
表

記
に
単
純
な
不
備
が
散
見
す
る
(例
え
ば
跏

・
翻
な
ど
)
と
い

っ
た
瑕
疵
は
、
増

刷
の
際
に
ご
配
慮
賜
り
た

い
。
そ
し
て
こ
れ
は
読
者
に
向
け
ら
れ
た
著
者
か
ら

の
宿
題
と
見
る
べ
き
か
も
し
れ
な
い
が
、
で
き
る
な
ら
ば
索
引
に
漢
字
人
名
が

併
記
さ
れ
た
な
ら
ば
、
本
書

の
活
用
価
値
は
、
大
き
く
増
大
す
る
こ
と
だ
ろ
う
。

こ
の
膨
大

に
し

て
緻
密

な
著
作
を
前

に
し
て
山

上
憶
良

が
磯
p
日
穹
o
Φ
昌
o

O
ざ

鐔

(蠍

"
索
引
な
し
)と
な

っ
て
い
る
な
ど
、
九
牛
の

一
毛
に
過
ぎ
な
い
。

狭
義

の
文
学
史
や
文
化
史

の
枠
を
大
き
く
越
え
て
、
法
制
史
か
ら
憲
政
史
、

外
交
史
か
ら
国
際
関
係
論
と
い
っ
た
広
大
な
隣
接
領
域

に
も
踏
み
込
む
学
術
的

著
作
は
、
専
門
分
化
の
進
む
日
本
で
は
も
は
や
今
後
刊
行
不
可
能
だ
ろ
う
。
も

と
よ
り
六
百
頁
足
ら
ず
の
紙
幅
に
す
べ
て
を
圧
縮
す
る
の
は
無
理
な
相
談
だ
。

論
争
を
呼
ぶ
幾
多
の
指
摘

の
み
な
ら
ず
、
例
え
ぼ

一
例

に
過
ぎ
な
い
が
、
矢
野

龍
渓
の

『佳
人
の
奇
遇
』

の
梁
啓
超
に
よ
る
中
国
訳
(41
)が
追

っ
て
ヴ

ェ
ト
ナ

ム
語
に
韻
文
訳
さ
れ
、
越
南
国
民
文
学
の
嚆
矢
と
な

っ
た
経
緯
な
ど
、
さ
ら
に

展
開
す

べ
き
文
化
交
流
史

の
話
題
の
源
が
、
本
書

に
は
無
数
と
い
っ
て
よ
い
ほ

ど
に
集
積
さ
れ
、
封
印
さ
れ
て
い
る
。
著
者
が
十
七
年
前
に
執
筆
に
参
画
し
た

9

ミ
餅
識
愈

霙

ざ
蓬

9

ミ

§

"
<
o
詈
㎝
(
一
九

八

九

)
は

一
九

九

八

年

に

Lミ
o
譜

§

ミ

§

8
Q

寒

o
薦

ミ

(①
自
.
じU
o
σ

耄

更

菩

⇔
醤

ω
9

と

し

て
再

刊

さ
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洋の東西を自在に渉猟した、膨大にして繊細なる知の楕円軌道の集大成

れ
、
同
年
秋
、
書
評
者
が
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
に
客
員
研
究
員
と
し
て
赴
任
し
た

折

に
は
、
国
器
け
〉
ω冨
づ
い
鋤
口
ひq
爵
ひq①
ω
鋤
づ
匹
0
巳
け霞
①ω
の
教
科
書

に
指
定
さ

れ
て
い
た
。
同
様

に
本
書
を
出
発
点
と
し
た
学
術
的
議
論
が
洋

の
東
西
に
亘
る

刺
激
伝
播
を
生
む
こ
と
切
望
し
て
、
刊
行

を
寿
ぎ
、
書
評
の
結
語

に
代
え
た
い
。

*

著
者
が

「日
曜
日

の
世
紀
」
の

一
詩
人

と
名
づ
け
た
、
鍾
愛

の
袁
牧

に
は

「君
莫
笑
楼
高
」
に
始
ま
る
、
友

と
の
交

り
を
謳

う
詩
が
あ
る
(434
)。
そ
の
高

楼
を
、
著
者
は
渋
谷
区
西
原
の
自
宅
書
斎

に
喩
え

「定
年
教
授
の
楽
し
み
」
な

る
自
詩

へ
と
翻
案
し
た
こ
と
が
あ
る
。
巻

を
閉
じ
る
と
、
瞼
に
は
遙
か
に
浮
か

ぶ
光
景
が
あ
る
。
週
末

の
薄
暮

に
高
楼
の
窓
か
ら
眼
下
を
見
や
る
と
、
そ
こ
に

は
洋
の
東
西
よ
り
高
雅

の
士
が
現
れ
る
。

そ
れ
は
著
者
と
の
清
談
を
求
め
て
、

遠
方
よ
り
徒
歩
で
訪
れ
る
来
客
た
ち
の
姿

で
あ
る
。

二
〇
〇
六
年
四
月

一
二
日

[付
記
]

本
書

に
関
し
て
は
、
そ

の
後
毀

誉
褒
貶
の
落
差
も
激
し
い
書
評
が

何
編
か
公
表
さ
れ
る
に
至

っ
て
い
る
が
、
本
稿
は
そ
う
し
た
論
争
含
み
の
状
況

が
発
生
す
る
以
前
に
執
筆
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
お
断
り
す
る
。
論
争

に

関
す
る
評
者
と
し
て
の
見
解
は
、
機
会
が
あ
れ
ば
、
別
途
改
め
て
公
表
し
た
い
。

二
〇
〇
六
年

八
月
八
日
付
記
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